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少し突飛な話しになるが，私は比の頃「人の臨終のと
きは夢を見ながら死ぬのではないか」と想像し始めてい
る。その理屈は次のような次第である。
生物は元来，海水中で生まれたと考えられているが，
水中の動物は主に鯨呼吸をしている。これが空気中で生
活するようになったとき，肺という新しいガス交換器を
具えることになった。その形態は動物により色々正異な
るが，ヒトの場合は約 3億個の小胞に終る弾性の袋(肺)
である。魚の鯨にあたる部分は咽頭から気管にかけての
いわゆる上気道に該当する。
最近の教室における福田助教授の研究では，肺の膨張
に伴う肺迷走神経末端の伸展受容器の刺激が，上気道の
活動を支配している，オトガイ筋，後輪状披裂筋，甲状
披裂筋などの働きを反射的に抑制することが見出され
た。これは多分， r魚の場合は環境の酸素濃度は水中の
溶存酸素であって，ヒトの場合の空気中の酸素濃度の約 
1!30にしか過ぎない。 そのため，ヒトの呼吸量は魚の数
分のーで必要な酸素が供給されている」と言う背景で説
明できるように思われる。つまり，肺呼吸の場合の呼吸
筋の活動に見合った程度に上気道の筋活動は抑制されて
いるのであろう。しかし，この抑制作用がヒトの呼吸活
動の障害の素因となってきたようである。
ヒトの呼吸筋の代表である横隔膜を支配する横隔神経
の活動と，上気道の緊張を維持する筋の 1つで、ある顕舌
筋を支配する舌下神経の活動を比較すると，前者の活動
度と後者の活動度は比例しない。横隔神経活動の低いう
ちは，舌下神経の活動度は殆んどゼロである。前者の活
動がかなり大きくなると，後者の活動が急、に増して上気
道，特に舌の緊張を維持し気道を開存し，空気の流入を
可能にしている。
睡眠中には，一般に呼吸中枢活動が抑制され，呼吸筋
活動も低下している。最近の多くの研究によると，この
とき上気道筋群の活動も低下するという。このため，上
気道の緊張が低下し，狭窄し易くなり気流抵抗が大きく
なる。イピキの発生はこのような状況下で起る。抵抗の
増加した気道内では，呼吸筋による胸郭の拡大運動の作
用を受けて，狭窄部以下で陰圧が増大し，ますますその
狭窄度を強め，緊張の低下した舌を上気道内に引き込ん
で気道の閉塞を引き起す。 Stanford大学の Guillemi-
naultらの研究によれば， このような呼吸停止 (sleep 
apneaと呼ばれる)は健康な男子でも平均 1晩に 7回位
あると言う。 
sleep apneaは，夢を見ているときに起り易いと推測
される。周知の通りこのときは逆説睡眠と呼ばれるよい
に橋.脳の青斑のニューロン活動からトリガーされて，脳
波は覚醒状態となる，脊髄運動系は強く抑制されて筋
緊張は低下する。この運動抑制が上気道筋群に及べば， 
sleep apneaが殊更に起り易くなるであろう。
種々の呼吸器疾患や，循環器，脳障害のある患者でこ
のような sleepapneaが起ればガス交換の停止に伴っ
て症状が益々悪化する危険性が大きい。事実，最近の睡
眠の終夜モニターの研究ではこれらの患者では血液の酸
素飽和度が60%位にも低下することが珍らしくないとさ
れている。これは血中の酸素圧で 30mmHg以下に相当
し，もっとも危険な低酸素状態の存在を示唆している。
したがって，これら疾患の症状の悪化に重大な要因とな
ることが推測される。
イピキをかく度合は女子より男子の方が遥かに多い。
その理由はよく分っていないが，慢性肺疾患の発症率も
男子は女子の約 2倍もある。しかも，女子の場合は，閉
経期以後に発症する割合が急増すると言われる。女性ホ
ノレモンの 1つで、あるプロゲストロンは，強力な呼吸刺激
作用があるので，上述の男女の相違はこのホルモンに由
来しているのかも知れない。妙齢の美女が大イピキをか
いては片なしであるから，世の中というのはよくしたも
のである。このような理由で，最近本学でも慢性の閉塞
性肺疾患患者などにフ。ロゲストロン誘導体による治療が
試みられつつある。
ゲーテは，臨終に際して「もっと光を」と訴えたとい
う。私の想像では，彼はきっと夢を見ながらこの言葉を
残し，息を引き取ったのではないかと思うのである。願
わくは，その死に際しては，楽しいパラ色の夢を見なが
ら，一生の幕を閉じたいものである。これが只今の私に
とって夢の多い研究の課題の lつであり，夢のような人
生の旅路の終局の願いでもある。
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